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2 月1
例定 会

◯令和４年度下郷町一般会計補正予算
◯令和４年度下郷町国民健康保険特別会計補正予算
◯令和４年度下郷町後期高齢者医療特別会計補正予算
◯令和４年度下郷町介護保険特別会計補正予算
◯令和４年度下郷町簡易水道事業特別会計補正予算
◯令和４年度下郷町農業集落排水事業特別会計補正予算

◯職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の設定
◯町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の設定

◯議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の設定

◯下郷町議会の会期等に関する条例の設定

　１２月定例会は１５日から２２日までの８日
間の会期で開かれました。今定例会では、条例
の一部改正、令和４年度補正予算など町提出議
案８件、議員提出議案２件が審議され全て可決
しました。

補正予算補正予算

条例改正条例改正

議員提出議案議員提出議案

（２～３ページ）（２～３ページ）

　令和４年１１月１４日に、令和４年第２回臨時会
が開かれました。一般会計補正予算と副町長の選任
の議案２件が提出され可決しました。

　
低
所
得
世
帯
や
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
に
対
し
て
１
世
帯
あ
た
り

５
万
円
の
給
付
や
、
全
町
民
を
対

象
に
１
人
当
た
り
１
万
円
の
商
品

券
を
発
行
す
る
補
正
予
算
が
提
出

さ
れ
可
決
し
た
。

議員
１
人
当
た
り
１
万
円
の
商

品
券
発
行
と
の
こ
と
だ

が
、
現
金
で
統
一
し
た
ほ
う
が
良

い
と
思
う
が
何
か
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
の
か
。

課長
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

と
合
わ
せ
地
域
経
済
の
循

環
を
促
す
意
味
と
財
源
の
性
質
か

ら
商
品
券
と
な
っ
た
。

　

新
し
い
副
町
長
に
、
室
井
哲
氏

を
選
任
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
全

会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
４
年
11
月
24
日

か
ら
令
和
８
年
11
月
23
日
の
４
年

間
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

新 任
副
町
長
に

室
井　
　
哲　
氏

（
林　
中
）

令和４年第２回
（11月）臨時会
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令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算

歳　入

地方交付税 6,198万4千円

出産・子育て応援交付金国
庫補助金 106万6千円

出産・子育て応援交付金県
補助金 26万6千円

市町村バス運行費県補助金 △72万円

経営所得安定対策等推進事
業県補助金 90万2千円

歳　出

入学祝金 △12万円

出産・子育て応援交付金 160万円

地方路線バス運行委託料 388万2千円

下郷町農業再生協議会補助金 90万2千円

新しい農の販路開拓支援事業 51万円

出
産
・
子
育
て
　
　

　
　
　
応
援
交
付
金

新
し
い
農
の
　
　
　

販
路
開
拓
支
援
事
業

地
方
路
線
バ
ス
　
　

　
　
　
運
行
委
託
料

下
郷
町
農
業
再
生
　

　
　
協
議
会
補
助
金

補
正
予
算

補
正
予
算

議員
令
和
３
年
に
妊
娠
、
令
和

４
年
度
に
出
産
さ
れ
た
方

は
対
象
と
な
る
の
か
。

課長
昨
年
度
妊
娠
さ
れ
て
、
今

年
４
月
１
日
以
降
出
産
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
該
当
に
な

る
。
妊
娠
と
出
生
に
対
し
て
合
わ

せ
て
10
万
円
の
支
給
と
な
る
。

議員
新
生
児
１
人
５
万
円
で
あ

れ
ば
、
双
子
の
場
合
は
２

人
で
10
万
円
と
な
る
の
か
。

課長
双
子
の
場
合
、
妊
娠
に
対

し
５
万
円
、
出
産
に
対
し

２
人
で
10
万
円
に
な
る
。

議員
現
金
で
支
給
す
る
と
説
明

が
あ
っ
た
が
現
金
か
ギ
フ

ト
の
ど
ち
ら
に
な
る
の
か
。

課長
制
度
上
で
は
ギ
フ
ト
と
な

っ
て
お
り
、
国
は
ク
ー
ポ

ン
券
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
作
成
費
用
が

高
額
と
な
る
こ
と
や
、
保
護
者
の

議員
実
施
す
る
の
は
、
道
の
駅

と
物
産
館
な
の
か
。
今
ま

で
の
実
績
と
い
つ
ま
で
も
補
助
が

続
か
な
い
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

課長
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０

セ
ッ
ト
で
１
件
当
た
り

１
，
７
０
０
円
の
補
助
。
11
月
10

日
現
在
、
道
の
駅
４
６
７
セ
ッ

ト
、
物
産
館
６
５
０
セ
ッ
ト
で
あ

る
。
令
和
２
年
か
ら
国
の
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
て
い
る
が
、
今
後

ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

担
当
者
及
び
生
産
者
と
検
討
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

議員
委
託
料
は
３
３
８
万
２
千

円
増
額
さ
れ
、
歳
入
で

は
、
県
補
助
金
が
72
万
円
減
額
さ

れ
て
い
る
。
県
補
助
金
が
減
り
町

の
持
ち
出
し
が
増
え
る
仕
組
み
を

教
え
て
ほ
し
い
。

課長
委
託
す
る
路
線
は
町
内
５

路
線
15
系
統
あ
り
、
県
は

そ
の
路
線
ご
と
の
収
支
率
に
よ
り

補
助
額
を
決
め
る
。
今
回
、
１
路

線
が
規
定
の
率
を
割
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
減
額
と
な
っ
た
。
委
託
料

に
つ
い
て
は
動
力
費
、
人
件
費
の

高
騰
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。

議員
シ
ス
テ
ム
改
修
に
必
要
な

費
用
と
い
う
こ
と
だ
が
新

た
な
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

課長
農
林
水
産
省
で
進
め
る
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム

導
入
に
必
要
な
既
存
の
シ
ス
テ
ム

の
改
修
と
な
る
。

入
学
祝
金
　
　
　
　

議員
入
学
祝
金
が
12
万
円
の
減

額
だ
が
実
績
は
何
名
か
。

課長
小
学
生
が
25
名
、
中
学
生

が
47
名
で
あ
る
。

利
便
性
を
考
え
現
金
で
給
付
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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　１２月定例会では、４人の議員が７件の一般質問を１２月２０日に行い、活
発な議論を展開しました。５ページより、質問した順に代表する質問の質疑応
答を要約してお知らせします。

　“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、
町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

玉川　邦夫（５ページ）
●「健やかな暮らし」を住民主体の地域づくりから

星　　和志（７ページ）
●農業と観光の振興

星　　輝夫（８ページ）
●冬期暖房費補助について
●大内宿入口交差点（大道通）改良について
●本町産野生きのこ出荷について

星　　昌彦（６ページ）
●倉楢堰改修について
●町単独の出産育児一時金付加金の創設について



下郷町
議会だより No.1025

一般質問

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
で

　
　
　
　
　
健
や
か
な
暮
ら
し
を

行
政
区
と
協
力
し
な
が
ら

　
　
　
　
実
情
に
沿
っ
た
支
援
を
す
る

答弁
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
努
力
義
務
化
さ
れ

た
「
個
別
避
難
計
画
の
作
成
」
を

年
度
内
に
策
定
す
る
と
言
う
が
、

一
地
区
２
名
分
の
作
成
と
い
う
進

捗
状
況
で
あ
る
と
す
れ
ば
課
題
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。
な
お
、
高
齢

者
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
早

急
に
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
の
策
定
支
援
事
業
に
参

加
し
、
民
間
と
の
共
同
研

究
で
支
援
ツ
ー
ル
を
現
在
作
成
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
孤
立
や
土

砂
災
害
区
域
を
優
先
し
て
、
防
災

担
当
と
福
祉
課
で
２
名
分
を
策
定

す
る
予
定
。
本
町
は
災
害
も
少
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
住
民
と
の
話

し
合
い
に
よ
る
理
解
も
遅
れ
が
ち

で
、「
要
支
援
者
名
簿
（
４
３
５

名
）」
は
作
成
し
て
い
た
が
、
個
々

の
計
画
作
成
が
進
ん
で
い
な
い
情

況
で
あ
る
。今
後
、区
長
さ
ん
や
民

質問

玉川　邦夫　議員
kunio  tamakawa

沼
尾
地
区
が
取
り
組
ん
で

き
た
「
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
」
は
県
内
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
四
年
目
を
迎
え
「
支
え

愛
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
そ
の

後
の
活
動
は
ど
う
か
。
今
後
、
こ

う
し
た
モ
デ
ル
地
区
を
増
や
す
た

め
の
行
政
の
支
援
を
考
え
て
い
る

か
。

　

総
合
政
策
課
で
は
、「
未

来
創
生
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ

く
り
支
援
補
助
事
業
」
を
始
め
て

二
年
目
。
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
応

援
す
る
こ
の
事
業
は
、
地
域
を
元

気
に
さ
せ
る
起
爆
剤
で
も
あ
る
。

高齢者の支援が求められる避難訓練

区民が集う恒例の雪上運動会

支
え
合
う
活
動
の
見
え
る

化
を
大
事
に
「
見
守
り
・

買
物
・
通
院
等
」
の
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。
年
々
高
齢
化
と
い
う

課
題
・
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
さ

ら
に
推
進
さ
せ
た
い
。

　

ま
た
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
に

向
け
て
、
支
え
る
・
支
え
ら
れ
る

関
係
、
人
と
人
、
人
と
資
源
と
い

う
分
野
を
越
え
な
が
ら
「
地
域
共

生
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い

く
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を

自
分
の
地
区
で
も
取
り
入
れ
て
み

た
い
、
と
い
う
要
望
が
あ
れ
ば
、

健
康
福
祉
課
の
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
担
当
が
具
体
的
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
互

助
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
区

の
方
々
の
気
持
ち
が
一
つ
に
ま
と

ま
る
こ
と
が
重
要
か
と
思
わ
れ
る
。

希
望
す
る
地
区
が
少
な
い
よ
う
だ

が
、
次
年
度
に
向
け
た
働
き
か
け

は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

地
区
の
特
色
を
生
か
し
た

取
り
組
み
の
過
程
こ
そ
が

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
町

づ
く
り
の
本
質
で
も
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
次
年

度
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
事
業
と
し

て
、
各
行
政
区
へ
の
周
知
徹
底
に

努
め
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い

く
。
各
行
政
区
の
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
期
待
し
た
い
。

生
委
員
と
相
談
し
な
が
ら
、
早
急

に
避
難
方
法
や
支
援
者
を
決
定
し

た
計
画
作
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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一般質問

星　昌彦　議員
Masahiko  hoshi

倉
楢
堰
の
早
期
改
修
の
実
現
を

国
、
県
に
強
く
要
望
し
て
い
る
、

　
　
　
　
改
修
関
係
者
の
負
担
軽
減
を

答弁
令
和
４
年
度
、
倉
楢
堰
取

入
口
水
量
確
保
の
た
め
計

画
し
た
測
量
委
託
業
務
が
今
年
度

に
発
注
出
来
な
い
理
由
を
問
う
。

昨
年
８
月
会
津
北
部
で
発

生
し
た
、
豪
雨
災
害
で
県

内
測
量
業
者
に
対
し
、
国
、
県
か

ら
、
災
害
復
旧
を
優
先
に
行
う
旨

の
通
達
が
あ
り
、
今
年
度
の
測
量

委
託
業
務
の
発
注
は
難
し
い
と
判

断
、
改
め
て
令
和
５
年
当
初
予
算

に
計
上
す
る
こ
と
と
し
た
。

長
野
区
が
下
郷
町
に
対

し
、
要
望
を
お
願
い
し
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
要
望
内
容
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
問
う
。

長
野
区
は
、
倉
楢
堰
左
岸

取
水
口
国
道
側
か
ら
右
岸

側
に
伸
び
る
導
流
堤
の
消
波
ブ
ロッ

ク
撤
去
と
右
岸
流
路
を
国
道
側
に

変
更
す
る
な
ど
、
河
川
管
理
者
へ

要
望
の
話
が
あ
り
、
今
年
２
月
24

日
付
で
長
年
、
南
会
津
町
を
通
し

て
南
会
津
建
設
事
務
所
に
要
望
し

て
き
た
。
県
は
、
導
流
堤
が
下
郷

質問

出
産
育
児
一
時
金
に
付
加
金
を

現
行
制
度
の
拡
充
を
考
え
る

答弁
国
は
出
産
育
児
一
時
金
を

50
万
円
に
、
５
年
度
か

ら
、
引
き
上
げ
を
す
る
。
出
産
育

児
一
時
金
の
上
乗
せ
と
し
て
、
付

加
金
支
給
を
改
正
と
併
せ
て
支
給

し
て
は
ど
う
か
。
健
康
保
険
組
合

で
は
、
３
万
円
～
９
万
円
を
支
給

し
て
い
る
。
国
保
加
入
者
や
付
加

金
が
無
い
小
規
模
の
健
康
保
険
組

合
加
入
者
対
し
、
出
産
１
人
に
３

万
円
の
付
加
金
支
給
は
ど
う
か
問

う
。

現
行
制
度
で
の
子
育
て
支

援
策
を
拡
充
し
て
行
き
た

い
。

質問

町
管
理
の
た
め
、
下
郷
町
と
協
議

を
し
て
ほ
し
い
理
由
か
ら
、
下
郷

町
に
要
望
し
た
事
を
説
明
し
、
当

町
は
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
導
流
堤

を
守
る
も
の
で
撤
去
は
考
え
て
い

な
い
。
更
に
国
道
側
へ
の
流
路
変

更
は
河
床
が
下
が
る
た
め
考
え
て

い
な
い
。倉

楢
堰
改
修
促
進
協
議
会

総
会
が
、
今
年
も
３
回
目

の
書
面
表
決
に
な
り
、
関
係
者
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
に
結
果
を
出
し

て
い
な
い
、
令
和
２
年
度
は
５
項

目
、
３
年
度
は
、
11
項
目
に
つ
い

て
結
果
を
問
う
。

２
年
度
の
意
見
と
結
果
の

一
部
は
次
の
と
お
り
。

Ｑ　

灌
慨
用
水
と
し
て
、
今
年
は

間
に
合
っ
た
が
、
融
雪
用
等

と
し
て
は
ど
う
か
。
心
配
が

絶
え
な
い
。
倉
・
楢
区
民
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

Ａ　

灌
漑
用
水
に
つ
い
て
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
等
を
考
え
て
い
る
、

融
雪
用
は
県
と
協
議
し
て
進

め
て
い
く
。

Ｑ　

長
野
区
と
の
連
携
を
密
に

し
、
合
同
で
の
動
き
と
、
長

野
区
民
と
会
議
を
持
つ
こ
と
。

Ａ　

長
野
区
と
連
携
を
密
に
す
る

事
は
当
然
で
あ
る
。
長
野
区

と
会
合
を
持
つ
の
は
県
の
河

川
改
修
要
望
時
で
あ
る
程
度

道
筋
が
出
来
き
た
時
が
良
い

と
思
う
。

３
年
度
の
意
見
と
結
果
の

一
部
は
次
の
と
お
り
。
な

お
、
重
複
意
見
以
外
を
答
え
た
。

Ｑ　

改
修
工
事
要
望
が
、町
、町
議

会
か
ら
、
県
、
国
に
出
て
い
る

と
思
う
が
、
県
、
国
の
反
応
、

対
応
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ　

南
会
津
建
設
事
務
所
長
と
日

程
調
整
や
、
県
の
移
動
政
調

会
に
要
望
し
て
い
る
。
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こ
れ
か
ら
の
農
業
・
観
光
事
業
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
町
と
の
関
わ
り
方
は

こ
れ
か
ら
も
支
援
を
し
て
い
く

答弁
農
業
と
観
光
は
こ
の
町
の

主
要
産
業
で
あ
り
財
産
だ

と
考
え
る
。
観
光
者
は
比
較
的
多

い
町
で
は
あ
る
が
、
現
在
、
農
業
、

観
光
に
関
係
す
る
問
題
と
し
て
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ
る
景
観

の
悪
化
や
下
郷
産
の
土
産
物
が
少

な
い
こ
と
。
こ
れ
ら
に
は
、
担
い

手
不
足
や
労
働
者
不
足
が
考
え
ら

れ
、
農
地
の
拡
大
、
農
産
物
加
工

食
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
次
の

一
手
に
投
資
し
た
く
と
も
、
人
材

や
資
金
不
足
で
余
裕
が
な
い
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。
町
と
し
て
は
、

就
農
者
、
観
光
業
者
に
対
し
、
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合

い
、
補
助
を
し
て
い
く
の
か
、
町

長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

当
町
は
農
業
と
観
光
を
主

産
業
と
す
る
町
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
農
業
お
よ
び
観
光
の

両
面
に
対
し
、
様
々
な
取
り
組
み

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
町
と
し
て

も
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
維

持
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
町
や
町

農
業
再
生
協
議
会
が
主
体
と
な

質問

星　和志　議員
kazushi  hoshi

り
、
新
規
就
農
者
向
け
の
支
援
、

地
域
の
特
産
と
な
る
作
物
栽
培
の

支
援
農
地
の
拡
大
に
向
け
た
支

援
、
さ
ら
に
は
耕
作
放
棄
地
解
消

の
た
め
の
支
援
な
ど
数
多
く
の
補

助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

の
対
策
と
し
て
は
、
６
次
化
商
品

開
発
資
金
の
創
設
と
し
て
、
観
光

土
産
品
等
を
開
発
し
て
い
た
だ
く

構
想
を
支
援
す
る
こ
と
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
長
に
は
国
で
は
行
っ
て

な
い
、
国
で
は
わ
か
ら
な

い
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
よ

う
な
町
の
独
自
の
支
援
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

し
て
第
６
次
総
合
計
画
に
は
町
民

の
参
加
を
推
進
す
る
た
め
に
各
種

委
員
の
公
募
や
意
見
公
募
制
度
、

集
落
座
談
会
の
拡
充
を
図
り
、
町

民
の
意
向
や
意
見
を
施
策
に
反
映

す
る
と
書
い
て
あ
る
。
委
員
会
は

開
い
て
い
る
の
で
、
実
施
し
て
い

る
の
は
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
外
の

方
法
で
現
在
の
問
題
を
観
光
業

者
、就
農
者
、農
業
事
業
者
と
意
見

交
換
を
し
て
、
施
策
を
作
っ
て
い

る
の
か
。

農
業
者
、
観
光
業
者
に
対

す
る
独
自
の
支
援
こ
れ
は

な
か
な
か
他
で
も
や
っ
て
な
い

こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

町
民
と
の
意
見
交
換
で
あ
る
が
、

令
和
４
年
度
内
に
は
商
工
会
青
年

部
と
の
会
議
を
２
回
行
っ
た
。
だ

が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
意
見

交
換
会
の
場
は
減
少
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
若
い
人
の
考
え
方
を
聞

い
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
支

援
の
関
係
で
も
、
P
T
A
の
役
員

の
人
た
ち
と
意
見
を
交
換
し
て
い

く
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
な
ら
ば

意
見
交
換
の
場
は
ぜ
ひ
と
も
各
行

政
区
に
お
い
て
も
お
願
い
し
、
そ

し
て
町
か
ら
の
呼
び
か
け
も
し
て

い
く
の
で
、
ぜ
ひ
何
回
で
も
で
き

る
よ
う
に
協
力
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。町

民
の
意
見
を
ど
う
に
か

町
長
の
耳
に
入
れ
て
、
よ

り
よ
い
施
策
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

町
民
の
意
見
は
、
や
は
り
人
材
が

い
な
け
れ
ば
次
の
一
手
に
投
資
が

で
き
な
い
。
そ
こ
を
ど
う
に
か
支

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
例
え
ば

パ
ー
ト
の
補
助
な
ど
が
あ
れ
ば
経

営
者
も
違
う
こ
と
が
で
き
、
新
し

い
こ
と
を
始
め
ら
れ
る
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
。
農
業
や
建
設
業
な

ど
外
国
人
労
働
者
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
町

長
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

町
で
は
町
民
か
ら
の
意

見
・
要
望
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
今
年
の
事
業
で
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は

行
事
・
公
務
が
な
い
と
き
に
は
町

内
を
車
で
回
る
。
そ
う
い
う
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
小
さ
な
意

見
で
も
聞
い
て
い
る
。
会
議
を
開

か
な
く
て
も
、
そ
う
し
た
小
さ
な

意
見
は
聞
い
て
実
行
に
移
し
て
い

る
。
ま
た
外
国
人
雇
用
に
つ
い
て

は
、
あ
る
企
業
で
は
雇
用
す
る
計

画
で
あ
る
。
後
に
問
題
が
起
き
な

い
よ
う
な
雇
用
形
態
に
整
え
ば
、

自
治
体
で
も
協
力
し
て
い
き
た
い

と
い
う
考
え
で
あ
る
。
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星　輝夫　議員
teruo  hoshi

冬
期
暖
房
費
補
助
に
つ
い
て

大
内
宿
入
口
交
差
点

　
　
　
　
　（
大
道
通
）改
良
に
つ
い
て

野
生
き
の
こ

出
荷
に
つ
い
て

町
民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
が
懸
念

　
さ
れ
る
場
合
に
は
支
援
を
検
討
す
る

建
設
事
務
所
と
連
絡
を
密
に
し
早
期
の

　
工
事
着
手
と
事
業
完
了
に
向
け
要
望
す
る

答弁

答弁

制
限
解
除
に
向
け

慎
重
に
取
り
組
む

答弁

令
和
３
年
12
月
定
例
会

で
、
町
民
に
も
寒
冷
地
補

助
が
有
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
質
問
を
し
た
。
町
長
を
は
じ

め
本
町
職
員
に
寒
冷
地
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
同
じ
寒
冷

地
に
暮
ら
す
町
民
に
も
そ
れ
な
り

の
支
援
、
補
助
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
間
違

っ
た
考
え
な
の
か
。
そ
こ
で
、
町

民
に
も
、
で
き
れ
ば
恒
久
的
に
支

援
、
補
助
を
す
る
と
い
う
考
え
は

あ
る
の
か
を
お
聞
き
し
た
い
。

平
成
27
年
か
ら
令
和
４
年

ま
で
、
県
で
調
査
・
測
量

や
説
明
会
、
物
件
調
査
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
９
月

頃
か
ら
建
物
解
体
工
事
が
始
ま

り
、
現
在
で
は
２
軒
の
建
物
解
体

工
事
が
終
っ
て
い
る
。
地
元
区
民

に
連
絡
が
な
い
が
、
今
後
は
不
安

が
生
じ
な
い
よ
う
町
か
ら
も
県
に

要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

南
会
津
建
設
事
務
所
か
ら

の
情
報
で
は
、
現
在
、
権

利
者
と
交
渉
中
と
の
こ
と
だ
っ

下
郷
町
は
出
荷
制
限
と
な

っ
て
い
る
が
、
南
会
津
郡

内
の
一
部
地
域
で
は
出
荷
制
限
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
制
限
解
除

等
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に
県
や
国

に
働
き
か
け
、
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

現
在
、
解
除
に
向
け
て
検

査
を
行
っ
て
い
る
“
サ
ク

昨
年
度
は
、
原
油
高
騰
対

応
と
し
て
、
全
て
の
世
帯

に
１
万
円
の
給
付
を
行
い
、
今
年

度
も
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め

全
て
の
世
帯
に
１
万
円
を
給
付
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
支
援
策
は
、

現
在
の
社
会
情
勢
に
鑑
み
展
開
し

て
い
る
事
業
で
あ
る
が
、
今
後
、

町
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
場
合
、
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
支
援
策
を
検
討

し
た
い
。11

月
臨
時
会
で
各
世
帯
に

１
万
円
補
助
を
国
補
助
金

質問

質問

質問

で
町
持
出
し
無
し
と
の
説
明
が
あ

っ
た
が
、
予
算
化
し
冬
期
暖
房
費

補
助
す
べ
き
で
は
。

自
主
財
源
が
減
少
す
る
中

恒
久
的
な
財
源
確
保
が
難

し
い
た
め
、
国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

た
。
町
と
し
て
は
、
建
設
事
務
所

と
連
絡
を
密
に
し
、
必
要
な
情
報

は
区
長
等
を
通
じ
地
区
の
方
々
へ

お
知
ら
せ
し
、
県
に
対
し
て
早
期

の
工
事
着
手
と
事
業
完
了
に
向
け

て
要
望
し
て
い
く
。

県
か
ら
電
話
が
あ
り
、
土

地
や
空
家
は
決
ま
り
か
。

土
地
建
物
の
補
償
提
示
が
無
い
の

に
町
の
相
談
す
る
所
は
何
課
で
責

任
者
は
だ
れ
か
。

補
償
に
つ
い
て
は
県
の
事

業
な
の
で
町
に
教
え
る
こ

と
は
な
い
。
し
か
し
、
地
区
の
方

に
心
配
事
が
あ
る
な
ら
建
設
課
で

相
談
を
受
け
、
県
に
申
し
上
げ
た

い
。

ラ
シ
メ
ジ
”
や
“
コ
ウ
タ
ケ
”
は
、

放
射
線
量
が
高
く
解
除
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
。“
ム
キ
タ
ケ
”
は

採
取
量
が
多
く
放
射
線
量
が
低
い

状
況
で
あ
る
た
め
、
現
在
、
出
荷

制
限
解
除
に
向
け
て
国
と
協
議
中

で
あ
る
。
し
か
し
、
他
品
目
が
解

除
に
な
っ
た
後
、
基
準
を
超
え
る

検
体
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
解
除

さ
れ
た
品
目
も
再
び
出
荷
制
限
と

な
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
今
後
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
状
況
を
注
視

し
、
慎
重
に
出
荷
制
限
解
除
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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10月24日10月24日
福島県町村議会福島県町村議会
議員研修会議員研修会

１１月２５日１１月２５日
下郷町・下郷町議会中央要望下郷町・下郷町議会中央要望

１１月２７日１１月２７日
鳳坂トンネル開通式鳳坂トンネル開通式

　３年ぶりに町、町議会合同の中央要望を行い
ました。例年、在京下郷会に合わせて行われる
中央要望ですが、新型コロナウイルス感染症の
影響により行うことができずにいました。

　国道１１８号鳳坂工区開通式へ、議長及び所管となる産業厚生常任委員会委員が出席しました。
国道１１８号のトンネル開通は、天栄村と下郷町で組織する期成同盟会が長年要望してきており、
要望がまた一つ形となりました。今後も、道路改良促進のため活動してまいります。

　要望は、会津縦貫南道路の小沼崎・湯野上バ
イパスの早期完成や下郷・田島バイパスの早期
着工、道路整備にかかる国の予算確保を、県
選出の国会議員等１６名に要望しました。今後
も、関係各所へ要望を続けてまいります。

　福島県町村議会議員研修会が郡山市のビッグ
パレットふくしまで開催され、下郷町議会議員
もこれに参加しました。
　初めに、「町村議会のあり方と今後の議会改
革―ウィズコロナを意識して」と題し、東北大
学大学院情報科学研究科 准教授 河村 和徳 氏
にご講演いただきました。
　次に、政治ジャーナリストの細川　隆三 氏
から「日本政治の行方　～ズバリ解説！政局の
焦点」と題し、ご講演いただきました。

東北大学大学院准教授
河村 和徳 氏

政治ジャーナリスト
細川 隆三 氏
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〇議会に対する信頼形成
　＊議会活動の見える化への努力
　＊議員の倫理意識の向上
〇政策形成能力の向上
　＊議員からの積極的な政策提案

“内からの改革”
〇議員の在り方や制度改正等に関する研修の
　積み上げ
〇一般会議等による町民の声を反映させた
　議論・討論
〇議長会等からの報告・提言

“外からの改革”

議会改革特別委員会だよりNo.9

議会改革の大綱がまとまりました
議会改革特別委員会に付託された「議会に関する条例等の見直し」についての

調査・検討内容がまとまり、本会議において報告されました。

地方自治法

下郷町議会基本条例

議会基本条例を基に、見直しを行ってきた各種条例等

本格的な改革は、　　　これからが本番です！本格的な改革は、　　　これからが本番です！
＝下郷町議会基本条例　第８章「最高規範性と見直し手続き」より＝

第２０条第２項　議会は、議員にこの条例の理念を浸透させるため、一般選挙を経た任期開
始後速やかに、この条例に関する研修を行わなければならない。

第２２条第１項　議会は、必要に応じて、この条例の目的が達成されているかどうかを検証
するものとする。

町民に分かり
易く開かれた
参加型の議会

下郷町議会基本条例の制定と関連条例等の見直し下郷町議会基本条例の制定と関連条例等の見直し

〇下郷町議会の会期等に関する条例　　　〇下郷町議会政治倫理条例
〇下郷町議会通年議会実施要綱　　　　　〇下郷町議会委員会条例
〇下郷町議会会議規則　　　　　　　　　〇下郷町議会一般会議実施要綱
〇下郷町議会災害対策委員会設置要綱　　〇下郷町議会議員間討議に関する要綱
〇下郷町議会傍聴規則　　　　　　　　　〇下郷町議会全員協議会に関する規程
〇下郷町議会の運営に関する基準　　　　〇下郷町議会申し合わせ事項

町民が実感
できる政策を
提言する議会

議員としての
責務を町民に
明確化した議会
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議会 議会 topicstopics 議会改革特別委員会だよりNo.9

【１２月定例議会で報告した内容を抜粋して掲載します。】

１　「下郷町議会の会期等に関する条例の制定」について
　　　議会改革の大きな柱としての通年議会制の導入に伴い、会期等を新たに制定するものです。
　　　会期は、４月１日から翌年の３月３１日までとしました。なお、議会の定期的開催（定例日）

は、今まで同様、３月・６月・９月・１２月の計４回になります。

２　「下郷町議会通年議会実施要綱の制定」について
　　　議会としての監視機能の強化を図り、主導的または機能的に対応するための「通年議会」を

実施するために新たに制定するものです。
　　　町長、議員等から議会の再開を要求されたときは、地方自治法に基づいて３日以内に議会を

再開しなければなりません。「一般質問」は、今まで通り年４回の定例日の本会議において行う
ことができます。また、休会中も議員活動としての手続きを踏めば、文書による質問もできます。

３　「下郷町議会会議規則の改正」について
　　　制定された議会基本条例に伴い、改正を要するものを中心に、全国町村議会議長会で示す「標

準会議規則」に沿って改正するものです。
　　　「会期」「会期の延長」「会期中の閉会」さらに「議会の開閉」については、議会の会期等に

関する条例及び通年議会実施要綱を受けて削除されます。その他、起立による表決では、今後
に向けて電子採決システムの導入項目を加えました。また、広く町民に議会を公開するととも
に、町民の声を取り入れていけるよう「公聴会」「参考人」の条項も追加します。

４　「下郷町議会の運営に関する基準の改正」について
　　　下郷町議会通年議会実施要綱に沿った運営になることから、現在の運営基準を全国町村議会

議長会で示す基準に沿って改正するものです。
　　　通年議会実施要綱を基本に、「議会の招集」の一部削除や「会期」等の全面削除を行いました。

これは、通年議会により会期は１年間となり、議会は議長が招集することからです。また、「町
村議会の運営に関する基準」に基づき、およそ１５０項目について検討を行い、「第１４章全
員協議会」については、「議会全員協議会に関する規定」が制定済の為、重複する内容を大幅
に削除しました。

５　「下郷町議会申し合わせ事項の改正」について
　　　この度の議会改革で取り入れられる通年議会制、一問一答方式、委員会活動等の充実に向け

て、現在の申し合わせ事項をより具体的に改正するものです。
　　　運営では、①議会運営委員会開催予定日は、定例日７日前になります。②定例日会議の日程

は、通年議会の実施により開議当日１日、一般質問２日、常任委員会１日、議案審議１日の５
日間となります。ただし、３月は予算特別委員会があるため、会期日程は２日間増える予定と
なります。③議案朗読は、議案書が早めに配布されることから、「議案の朗読は行わないこと
を原則とし、議長が必要と認めた場合は職員に議案を朗読させる」ことが付け加えられます。
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所管事務調査所管事務調査

総務文教常任委員会
10月20（木）実施

下
郷
中
学
校
訪
問

（
学
校
運
営
進
路
状
況
等
）

▲下郷中学校の授業の様子を視察

◆
学
校
要
覧
を
も
と
に
学
校
の
概

要
の
説
明
が
あ
り
、
学
校
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
や
学
校
行
事
、
進
路
状
況

等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

Ｑ　

特
別
支
援
学
級
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
、
今
後
の
設
置
予

定
は
。

Ａ　

現
在
は
特
別
支
援
学
級
が
設

置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
支
援
を
必

要
と
す
る
生
徒
が
入
学
す
る
場

合
、
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
４
人
以
上
と
い
う

県
の
基
準
は
あ
る
が
、
設
置
に

向
け
県
教
育
委
員
会
へ
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

習
熟
度
別
授
業
に
つ
い
て
、

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

数
学
の
教
科
で
、
学
習
意
欲

が
高
い
ク
ラ
ス
と
基
本
的
な
問

題
を
ゆ
っ
く
り
学
習
す
る
ク
ラ

ス
に
分
け
て
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
生
徒
数
は
、
概
ね
半
分
ず

つ
と
な
っ
て
い
る
。

湯
野
上
温
泉
駅
前
整
備

事
業（
擁
壁
設
置
工
事
）

◆
本
事
業
は
、湯
野
上
温
泉
駅
前
を

観
光
拠
点
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
の
場
と
す
る
駅
前
広
場
整
備

の
一
環
と
し
て
実
施
。

Ｑ　

今
後
の
湯
野
上
温
泉
駅
前
整

備
の
計
画
は
。

Ａ　

駅
前
周
辺
の
景
観
整
備
や
観

光
客
の
利
便
性
な
ど
を
目
的
に

事
業
を
進
め
て
い
る
。
今
回
の

擁
壁
設
置
は
主
に
駐
車
場
を
整

備
す
る
目
的
。

Ｑ　

駐
車
場
の
場
合
、
何
台
確
保

で
き
る
か
。

Ａ　

11
台
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
調
査
箇
所

◇
下
郷
町
商
工
会
新
型
コ
ロ
ナ
臨

時
交
付
金
事
業
等

◇
下
郷
町
武
道
場
ト
イ
レ
改
修
工

事
、
下
郷
町
森
林
組
合
事
務
所

設
置
状
況
等

◇
会
津
縦
貫
南
道
路
４
工
区
湯
野

上
３
号
ト
ン
ネ
ル（
白
岩
～
水
門
）

◇
中
山
風
穴
地
特
殊
植
物
群
落
再

整
備
事
業

◇
下
郷
町
地
域
振
興（
株
）運
営
事
業

質
疑
・
提
言
等

質
疑
・
提
言
等

Ｑ　

湯
野
上
温
泉
駅
前
擁
壁
設
置

工
事
に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場

と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
、さ

ら
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

駅
に
は
足
湯
も
併
設
さ
れ
て

お
り
、
駐
車
場
を
含
む
広
場
が

整
備
さ
れ
る
と
、
観
光
拠
点
の

一
つ
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

◆
税
収
が
不
足
す
る
中
、
マ
イ
ナ

ス
の
投
資
は
控
え
る
べ
き
で
、

費
用
対
効
果
を
再
度
考
慮
し
、

慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

整備中の湯野上温泉駅前



下郷町
議会だより No.10213

常任委員会常任委員会

産業厚生常任委員会
11月２日（水）実施

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
工
事（
橋
梁
補
修
）

▲湯野上橋補修工事の説明を受ける

◆
事
業
名

　

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助
事
業

　

橋
梁
補
修
工
事
（
湯
野
上
橋
）

◆
事
業
費

　

４
億
３
２
３
０
万
円

◆
工　

期

　

令
和
３
年
９
月
16
日

　
　
　

～
令
和
５
年
３
月
31
日

Ｑ　

今
回
の
塗
装
で
何
年
も
つ
の

か
。

Ａ　

何
年
も
つ
か
は
は
っ
き
り
言

え
な
い
が
、
35
年
か
ら
40
年
程

度
。
今
回
は
、
塗
装
だ
け
で
な

く
、
補
強
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

今
回
は
出
来
て
か
ら
何
回
目

の
塗
装
と
な
る
の
か
。

Ａ　

今
回
は
、
２
回
目
の
塗
装
と

な
る
。

路
面
凍
結
抑
制
工
事

（
町
道
湯
野
上
小
野
線
）

◆
事
業
名

　

路
面
凍
結
抑
制
工
事

　
　
　
（
町
道
湯
野
上
小
野
線
）

◆
事
業
費

　

５
９
４
万
円

◆
工　
　

期

　

令
和
４
年
５
月
26
日

　
　
　

～
令
和
５
年
３
月
31
日

Ｑ　

県
道
と
の
合
流
地
点
ま
で
あ

と
20
ｍ
程
の
部
分
に
凍
結
防
止

工
事
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

Ａ　

県
道
と
の
合
流
地
点
ま
で
の

20
ｍ
は
県
道
の
拡
幅
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
整
備
を
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
調
査
箇
所

◇
耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事

◇
湯
野
上
保
育
所
運
営
状
況

◇
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

　
（
橋
梁
補
修
工
事　

大
内
地
内
）

◇
会
津
縦
貫
南
道
路
工
事
４
工
区

　

湯
野
上
バ
イ
パ
ス
工
事

◇
治
山
施
設（
県
営
）0
4
0
1
業
務

◇
防
災
無
線
戸
別
受
信
機

　
（
デ
ジ
タ
ル
化
）

質
疑
・
提
言
等

質
疑
・
提
言
等

Ｑ　

湯
野
上
保
育
所
の
山
側
に
鳥

獣
対
策
の
た
め
防
護
柵
を
設
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

隣
接
し
た
小
学
校
も
あ
る
の

で
、
教
育
委
員
会
と
も
協
議
の

上
設
置
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

町
道
の
路
面
凍
結
抑
制
工
事

（
町
道
湯
野
上
小
野
線
）
に
つ

い
て
全
面
の
凍
結
抑
制
工
事
を

お
願
い
す
る
。

Ａ　

行
政
区
の
要
望
内
容
を
調
査

し
て
今
後
着
工
し
て
い
き
た
い
。

町道と県道の合流地点
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東
京
電
力
廃
炉
資
料
館
は
、
福

島
県
民
や
国
内
外
の
多
く
の
方
が

福
島
原
子
力
事
故
の
事
実
と
廃
炉

事
業
の
現
状
等
を
確
認
で
き
る
場

所
と
し
て
、
東
京
電
力
旧
エ
ネ
ル

ギ
ー
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
一

般
公
開
し
て
い
る
。
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
福
島
原
子
力
事
故

の
記
憶
と
記
録
を
残
し
、
二
度
と

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
の
反
省
と
教
訓
を
広
く
伝
承

す
る
こ
と
は
、
東
京
電
力
の
果
た

す
べ
き
責
任
の
ひ
と
つ
と
考
え
、

ま
た
、
長
期
に
わ
た
る
膨
大
な
廃

炉
事
業
の
全
容
を
見
え
る
化
し
、

そ
の
進
捗
を
わ
か
り
や
す
く
発
信

し
て
い
る
こ
と
は
、
廃
炉
事
業
を

継
続
し
て
い
く
上
で
重
要
な
施
設

で
あ
る
と
考
え
る
。
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
構
内
の
視
察
は
、
福

島
第
一
原
発
の
現
況
と
廃
炉
の
進

捗
及
び
概
要
に
つ
い
て
東
電
職
員

よ
り
説
明
が
り
、
そ
の
後
同
構
内

の
現
場
視
察
を
実
施
し
た
。
構
内

へ
は
入
構
の
手
続
き
、
本
人
確
認

作
業
、
許
可
書
や
線
量
計
の
貸
与

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波

は
、
相
馬
市
東
部
沿
岸
域
約
29
㎢

（
市
全
体
面
積
の
約
15
％
）
が
浸

水
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
相
馬
市
観
光
産
業
の
大

き
な
柱
で
あ
る
日
本
百
景
の
「
松

川
浦
県
立
自
然
公
園
」
な
ど
、
多

く
の
観
光
資
源
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
。
相
馬
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
水
産
業
や
農
業
に
お
い
て

も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
加
え
て

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
漁
業

の
操
業
停
止
、
農
業
生
産
物
の
規

制
、
更
に
風
評
被
害
等
に
よ
っ
て

地
元
の
海
産
物
や
農
産
物
の
出
荷

が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
厳
し

い
状
況
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
震

災
後
11
年
が
経
過
し
、
被
災
し
た

施
設
等
の
再
建
も
進
み
、
地
域
復

興
に
向
け
て
着
実
に
歩
み
出
し
て

い
る
。
今
回
は
、
相
馬
市
内
の
復

興
の
状
況
に
つ
い
て
、
相
馬
市
商

工
観
光
課
菅
野
昌
孝
氏
が
町
バ
ス

に
添
乗
し
、
同
氏
の
案
内
に
よ
り

視
察
を
行
っ
た
。

な
ど
、
入
構
チ
ェ
ッ
ク
は
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、
構
内
の
移
動

に
つ
い
て
は
、
東
電
の
バ
ス
に
て

移
動
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
で
は
、
現
在
１
日

約
４
，
０
０
０
人
が
使
用
済
燃
料

や
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
出
し
に
向
け

た
準
備
作
業
な
ど
に
従
事
し
て
い

る
。
汚
染
水
の
浄
化
、
構
内
の
除

去
等
に
よ
り
、
発
電
所
敷
地
境
界

に
お
け
る
放
射
線
量
は
大
幅
に
低

減
し
、
ま
た
、
作
業
環
境
が
大
き

く
改
善
し
て
お
り
、
事
故
当
初

は
、
全
面
マ
ス
ク
等
の
防
護
服
の

装
着
が
必
須
だ
っ
た
が
、
現
在

は
、
構
内
の
約
96
％
で
一
般
作
業

服
に
よ
る
作
業
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
原
子
炉
の
廃
炉
は
、
世
界

的
に
も
前
例
の
な
い
取
組
み
で
あ

り
、国
や
東
京
電
力
だ
け
で
な
く
、

国
内
外
の
英
知
を
結
集
さ
せ
る
た

め
、
様
々
な
大
学
、
研
究
開
発
機

構
や
海
外
の
企
業
な
ど
が
共
同
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
福
島

復
興
の
大
前
提
で
あ
る
廃
炉
作
業

は
30
～
40
年
に
わ
た
っ
て
続
く
た

め
、
廃
炉
を
支
え
る
周
辺
産
業

（
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
）
や

現
場
作
業
員
、
各
種
エ
ン
ジ
ニ
ア

▽
原
子
力
発
電
所
の
現
状

▽
震
災
か
ら
の
復
興
と
現
状

議会 議会 topicstopics

な
ど
、
様
々
な
形
で
周
辺
住
民
の

方
が
関
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元

企
業
を
含
め
た
各
種
の
企
業
群
が

知
見
、
技
術
力
を
結
集
し
廃
炉
が

進
ん
で
い
く
こ
と
が
、
真
の
地
域

活
性
化
と
福
島
の
復
興
に
結
び
つ

く
も
の
と
考
え
る
。
東
京
電
力
に

は
、
真
摯
に
こ
の
た
び
の
事
故
を

反
省
し
、
安
全
を
確
保
し
な
が
ら

確
実
に
廃
炉
作
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
念
願
す
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
等
の
国
際
機
関
と
も
緊
密
に

連
携
し
、
廃
炉
の
正
確
な
情
報
を

積
極
的
に
国
内
外
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
、
信
頼
回
復
に
向
け
て

非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

福島第一原子力発電所の現状と東日本大震災の
被災地の現状を視察

総務
文教

１１月１０日（木）から１１日（金）

福
島
第
一
原
発
構
内
を
視
察
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山
梨
県
北
杜
市
に
あ
る
高
根
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
は
都
市
交
流
型

市
民
農
園
と
し
て
平
成
10
年
度
、

総
事
業
費
５
億
３
千
万
円
を
か
け

オ
ー
プ
ン
し
た
。
休
日
は
避
暑
地

の
清
里
高
原
に
宿
泊
し
、
そ
こ
を

ベ
ー
ス
に
本
格
的
な
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
が
楽
し
め
る
。
首
都
圏

か
ら
約
２
時
間
で
移
動
で
き
、
日

帰
り
で
の
農
業
体
験
も
可
能
。
運

用
は
企
業
組
合
を
組
織
し
、
地
元

協
力
員
に
加
入
い
た
だ
き
運
用
し

て
い
る
が
、
平
成
10
年
オ
ー
プ
ン

か
ら
20
年
以
上
が
経
ち
施
設
の
老

朽
化
、
地
元
協
力
員
の
世
代
交
代

が
進
み
協
力
員
不
足
が
主
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
正
規
雇
用
職
員

は
、
今
回
の
対
応
者
、
専
務
理
事

清
水
氏
と
も
う
１
名
の
２
名
体
制

で
、
運
用
し
て
い
る
。
施
設
利
用

料
は
①
区
画
農
園
の
場
合
、
１
区

画
に
つ
き
５
年
間
の
契
約
料
１

０
，
４
８
０
円
と
年
間
利
用
料
、

１
年
あ
た
り
１
０
，
４
８
０
円
で

あ
る
。ま
た
、②
小
中
学
校
の
生
徒

を
主
と
し
た
体
験
学
習
（
ほ
う
と

　

有
限
会
社
ア
グ
リ
マ
イ
ン
ド

は
、
平
成
26
年
に
山
梨
県
北
杜
市

明
野
町
で
ト
マ
ト
栽
培
を
開
始

し
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
90
万
ト
ン

の
日
本
一
の
反
収
を
収
穫
す
る
農

業
法
人
。
軒
高
７
メ
ー
ト
ル
の
オ

ラ
ン
ダ
式
ハ
ウ
ス
は
害
虫
が
侵
入

し
に
く
く
、
ハ
ウ
ス
内
環
境
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
管
理
し
て

い
る
。
現
在
は
カ
ゴ
メ
と
の
契
約

栽
培
で
高
リ
コ
ピ
ン
中
玉
ト
マ
ト

を
栽
培
す
る
。
日
本
初
の
オ
ラ
ン

ダ
式
イ
ン
タ
ー
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ

栽
培
を
導
入
し
、
養
液
栽
培
を
可

能
と
し
た
た
め
、
一
本
の
茎
か
ら

40
段
も
の
ト
マ
ト
が
収
穫
で
き

る
。
ト
マ
ト
の
茎
高
は
3
・
5
メ

　

静
岡
県
伊
豆
市
は
、
深
山
な
伊

豆
半
島
に
位
置
し
て
お
り
、
天
城

山
系
は
日
本
有
数
の
多
雨
地
帯
で

あ
る
。
こ
の
豊
富
な
雨
は
清
水
と

な
っ
て
伊
豆
の
水
ワ
サ
ビ
を
育
て

て
い
る
。
本
地
域
の
畳
石
式
の
ワ

サ
ビ
田
の
美
し
い
景
観
や
豊
か
な

生
態
系
、
巧
み
な
栽
培
技
術
は
日

本
農
業
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
。
水
ワ
サ
ビ
の
栽
培
面
積
は
、

本
地
域
が
日
本
一
で
そ
の
栽
培
の

歴
史
は
２
５
０
年
以
上
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
河
川
沿
い
に
栽
培
さ

れ
、
世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ

れ
た
栽
培
方
法
で
、
下
層
の
大
き

な
岩
か
ら
上
層
へ
徐
々
に
石
を
小

さ
く
し
、
ワ
サ
ビ
田
表
面
と
内
部

▽
他
自
治
体
の
ク
ラ
イ
ン

　
ガ
ル
テ
ン
運
用
内
容

▽
先
進
技
術
を
活
用
し
た

　
法
人
で
の
施
設
園
芸

▽
世
界
農
業
遺
産
の
取
組
み

　
と
鳥
獣
対
策

先進技術の施設園芸や世界農業遺産の取組、
鳥獣被害の実態などを視察

産業
厚生

１１月７日（月）から９日（水）

山
間
に
広
が
る
広
大
な
ワ
サ
ビ
田

う
作
り
、す
い
と
ん
作
り
等
）
も

あ
り
、
③
ラ
ウ
ベ
利
用
料
1
泊

８
，
３
８
０
円
と
合
わ
せ
た
３
つ

が
主
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
市

か
ら
の
指
定
管
理
料
は
１
２
５
万

程
度
で
あ
り
、
施
設
修
繕
は
軽
微

な
も
の
は
企
業
組
合
で
そ
れ
以
外

は
市
で
行
っ
て
い
る
。

ー
ト
ル
あ
り
、
ハ
ウ
ス
の
規
模
は

１
３
０
メ
ー
ト
ル
×
１
４
８
メ
ー

ト
ル
で
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
巨
大

ハ
ウ
ス
施
設
で
あ
る
。
ハ
ウ
ス
栽

培
技
術
と
日
本
一
長
い
と
い
わ
れ

る
北
杜
市
の
日
照
時
間
を
組
み
合

わ
せ
、
不
可
能
と
思
わ
れ
る
反
収

を
可
能
と
し
て
い
る
。

に
水
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
水
温

の
安
定
と
栄
養
分
や
酸
素
の
供
給

を
実
現
し
、
高
品
質
な
ワ
サ
ビ
を

安
定
的
に
生
産
し
て
い
る
。
鳥
獣

被
害
は
平
成
26
年
、
年
間
２
億
円

の
農
林
産
物
被
害
を
ピ
ー
ク
に
少

し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
が
、
被
害

は
継
続
的
に
あ
り
、
シ
カ
と
イ
ノ

シ
シ
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

頭
数
が
多
い
原
因
と
し
て
地
域
の

８
割
が
山
林
と
い
う
地
理
的
要

因
、
狩
猟
者
の
高
齢
化
に
よ
る
減

少
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
対
策
と
し

て
は
被
害
防
止
か
ら
捕
獲
、
ジ
ビ

エ
な
ど
の
利
活
用
ま
で
総
合
的
な

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

議会 議会 topicstopics
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全
国
的
に
、
少
子
高
齢
化
過

疎
化
が
急
速
に
進
行
し
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
中
で
住
民

と
身
近
に
接
し
て
い
る
市
町
村

の
役
割
が
益
々
増
大
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
会
津
地

方
に
は
「
会
津
の
三
泣
き
」
と

称
さ
れ
る
古
き
良
き
伝
統
が
地

域
住
民
の
間
に
連
綿
と
継
承
さ

れ
て
来
て
お
り
、
わ
が
町
も
例

外
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
他

人
を
思
い
や
る
こ
の
よ
う
な
良

き
習
慣
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域

性
を
ベ
ー
ス
に
議
会
だ
よ
り
を

通
し
て
町
発
展
に
寄
与
し
て
い

く
紙
面
作
り
に
さ
ら
に
精
進
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

	

（
星
　
能
哲
）

編
集
後
記

議会を傍聴しませんか 町議会定例会は３月・６月・９月・１２月に開かれます。
お問い合わせは町議会事務局（６９－１１２３）まで

　正月にお迎えした歳
とし

神
がみ

様
さま

に五穀豊穣や無病息災を祈願しながら、煙に乗って帰っていただく送り
火として全国各地で行われる火祭りが「歳

さい

の神
かみ

」（どんと焼き）の由来といわれています。１４日・
１５日に町内の各集落で行われた今年の伝統行事「歳の神」の様子を紹介しましょう。

正月の伝統行事“歳の神・みかんまき”正月の伝統行事“歳の神・みかんまき”

姫川地区 歳の神 （７７戸の集落）

小松川地区 歳の神 （１９戸の集落）

枝松地区 歳の神 （１８戸の集落）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
山
名
田
　
久
美
子

副
委
員
長
　
玉
　
川
　
邦
　
夫

委
　
員
　
小
　
椋
　
淑
　
孝

委
　
員
　
星
　
　
　
能
　
哲

委
　
員
　
星
　
　
　
昌
　
彦

委
　
員
　
星
　
　
　
和
　
志

（＊どんと焼きの「どんと」の語源？　火祭りの火
のどんどん燃え盛る様子からという説が有力とか。
地元で言う「歳の神」は、「歳神様」をお送りす
る火祭り」を総称した表現と言えるようです。ま
た、厄払いや祝い事でみかんをまく風習は、地域
の方々の助け合いの気持ちの表われでもあります。）

　“寒の入り”を迎えても雪は少なく寒さも和ら
ぎ、まさに地球温暖化を象徴する正月。
　今年も健康に留意して、目標に向かって諦め
ない飛躍の年にいたしましょう。

同時に集会場では持ち寄った書初めの展示会も開かれた。同時に集会場では持ち寄った書初めの展示会も開かれた。

松飾り・しめ縄等は神木と茅の中に納め、点火された。松飾り・しめ縄等は神木と茅の中に納め、点火された。

火を囲んで沢山の餅・スルメが焼かれた火を囲んで沢山の餅・スルメが焼かれた。。


